
 

講 演 

子どもたちの豊かな福祉観醸成に向けて 

 
『交流、及び共同学習のポイント・進め方』 

講師： 相羽
あ い ば

 大輔 氏 

愛知教育大学 教育科学系 特別支援教育講座 准教授 

愛知教育大学において視覚障害心理学を専門に行う。先天性弱視（アルビノ）の当事者で、

学校と連携しながら弱視の子どもに対する教育支援のアドバイスなども行っている。 

＜主な研究分野＞ 

特別支援教育、社会心理学、福祉教育 

＜主な学術論文＞ 

交流及び協同学習の際に行う弱視学級担当教員の校内連携に関する質的調査(2022) 

デジタルリーディングにおける拡大とスクロール操作が探索作業に与える影響(2021) 

＜所属学会＞ 

日本特殊教育学会、障害科学学会、日本教育心理学会、日本健康心理学会、 

日本福祉教育・ボランティア学会 

グループワーク 

 

日 時  令和５年２月７日（火） １３：００～１６：３０ （受付 １２：３０～） 

会 場  アダストリア水戸アリーナ（東町運動公園） ２階会議室   募集人員 ７５名 

主 催  社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会 

後 援  茨城県 茨城県教育委員会 茨城県学校長会 茨城県高等学校長協会 茨城県 PTA 連絡協議

会 

        （申請中） 

「福祉教育プログラムづくり」 
〇体験交流プログラム作成 

↓ 

〇プログラムの共有（各グループからの発表） 

↓ 

〇質疑・まとめ     講師： 相羽 大輔 氏 

池田 幸也 氏 

※１グループ５名前後で構成の予定です。 

※プログラム作成時間は約４５分間を予定 

しています。 

 

報 告 

「福祉教育の取り組みに関する 
調査」 集計結果（概要）            

（福祉教育検討会議事務局） 

 

テーマ 

お問合わせ・お申込み 

社会福祉法人 茨城県社会福祉協議会 

福祉のまちづくり推進部（担当：笹目） 

TEL.: 029-243-3805 FAX.:029-241-1434 

E-mail: handchan1@ibaraki-welfare.or.jp 

 


